








チャレンジ　残雪の 男鹿岳、野伏ヶ岳、笈ヶ岳（Ⅱ）
【山の概要】（百は日本百名山、◎は日本二百名山、○は日本三百名山）

1 男鹿岳　（○福島県側ではおがだけ、栃木県側ではおじかだけ1777m、栃木

　　　県と福島県境）

・・・3月25日　登山口までたどり着けず、時間切れ

2 野伏ヶ岳（〇のぶせがたけ1674m、岐阜県郡上市）　　

　　　　　・・・3月30日登頂

3 笈ヶ岳　（◎おいずるがたけ1841m、石川・岐阜・富山3県境）

　　　　　・・・今回4月27～29日

笈ヶ岳

この山は深田久弥が未踏を理由に「日本百名山」に選ばなかったという名山。

とにかく長いコースなので自分は15時間はかかると予測した。

野伏ヶ岳に登った翌日3月 31日に白山一里野温泉スキー場の登山口周辺を調

べたが、山行時間をできるだけ短縮するには前日早めに現地に着き、途中まで

登り、下見をする必要があった。石川県白山市の天気予報を10日前からその推

移をチェックし、登山日は4月28日に決めた。前後日は降水確率が高かった。

4月27日（水）

5時自宅発。小雨が降っていたが予報を信じ、現地に行ってみるしかない。

本宮ICから東北道、磐越道、北陸道を経由し白山 ICを 10時過ぎに通過する。

雨は止んだがどんよりと曇っている。11時過ぎスキー場に着く。

いくつかある駐車場を巡ったら、登山者らしき車があり熟年の女性が一人登

山靴をはこうとしていた。翌日暗いうちから笈ヶ岳に登るため下見をすると言

う。自分と同じ考えなので、同行させてもらうことにした。横浜のＹさんだっ

た。

　車を置いて11時半過ぎスタート。2万 5千分１地形図を見ながら中宮発電所

を目指す。駐車場からＲ 360を少し下り、さらに枝道を右手前に折れて下って

いくとコンクリートダムの堰堤となる。前日の雨で川の流れは濁流となってダ

ムの堤体にぶつかりしぶきを上げている。幅が5mくらいありまだ安心だが水面

からの高さが 10m以上あり足がすくむ。高さ 5～6mの垂直に近い鉄梯子を下っ

て、30m超の堤を渡り、鉄梯子を登って、さらに草の生える急斜面をロープと

木の根をつかんでよじ登り林道に出る。ここから上流の右方向に 10分くらい

行ってしまい山側にあるはずの導水管が見つからないので引き返す。発電所と

導水管は少し下流にあった。暗かったら気がつくのが遅れ時間をロスしたと思

う。Ｙさんと二人の目や感覚で確認できるので助かる。

　導水管の直径は1.5m以上あり右脇のコンクリートの狭い階段を登る。誰かが

ブログで「階段地獄」と書いていた。
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　登りきると貯水池となっていてここから藪っぽい山に入っていく。Ｙさんと

話し下見はここまでとして引き返す。駐車場着 14時 20分。車中泊は 7㎞離れ

た道の駅「瀬女（せな）」に決めた。前回も使用したところ。

　道の駅はきれいで敷地内にはバスの発着所や飲食店も複数ありドッグランも

ある大きな施設だった。

　駐車場に隣接して木製のテーブルと椅子があり、屋根はなく陽を遮るだけの

すだれだったがＹさんと持参の食事を持ち寄りお湯を沸かしおにぎりを食べな

がら山の情報交換をした。Ｙさんが道の駅で買い求めたあんこの栃餅がおいし

かった。Ｙさんは小柄で、古稀の自分よりも年上とのことだった。霧雨から小

雨になったので夕食は終わりにし、Ｙさんと翌朝 3時半道の駅発、登山開始・

スキー場駐車場4時発で話がまとまり車に戻った。18時過ぎ就寝。

4月28日（木）

3時起床、道の駅 3：40発、スキー場駐車場 4：20、携帯の YAMAPを活動開始

にセットしヘッドランプを点けて出発。導水管の階段を登り切り貯水池で少し

休み5：20再スタート。藪っぽいが道はしっかりしていてピンク色のテープも

あるので迷うことはない、うす紫色のカタクリの花の群生地があった。自宅近

くの山のカタクリよりも葉や花が大きい。しだいに明るくなりヘッドランプを

しまう。ところどころ雪が出てきたがそのまま進む。単独行の若者が追い抜い

ていく。

7：40 山毛欅山（ぶなおやま 1365m）山頂着、手作りの小さな板の山頂標識が

あった。周りは樹木で見晴らしは利かない。小広い雪原には先客が 2人いた。

朝食にする。同年代と思われる山梨県の男性は、三百名山達成まであと 10山、

山梨百名山99を登ったと声高に話していた。笈ヶ岳は昨年登ろうとしたが、藪

が酷くて途中で撤退したので今回は 1週間早く来たとのこと。ガイドさんが案

内する4人のグループや単独行者が登ってきた。各自先を急いで出発する。

自分たちは8：10、アイゼンを装着し出発する。自分は20年も使っている12

本爪、Ｙさんは装着が簡単な新しい6本爪。

しばらくは雪があり歩き易かったが、少し標高が低くなったり日当たりの良

いところでは雪が消えて藪になり行く手を邪魔する。痩せ尾根で地形が複雑な

ことや、まだ立ち上がりきれない枝々をアイゼンで踏みしめて歩くが滑ったり

して危ない場面もあり、Ｙさんのアイゼンが外れる。時々YAMAPで位置を確認

するがなかなか進まない。最大の難所とされる冬瓜山（かもうりやま1628ｍ）の

山頂には向かわずに藪漕ぎから離れ冬瓜山をトラバースする冬瓜平と思しき雪

原に出る。標識があるわけではない。新緑の木々の間から笈ヶ岳を望むがまだ

まだ先だ。左上と右下の写真が山頂遠望。山頂稜線には雪がないように見える

山頂は左側の黒いピーク。
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13 時前、シリ

タ カ 山

（ 1699m ） 山

頂先の稜線に

出る急斜面を登っているときに下山してき

た中年の単独行登山者と立ち話をする。何

度も笈ヶ岳に登っているらしく、「あなた

方は登頂が15時半か16時になるので下山時

は暗くなる、ランプは持っているか」と聞

かれた。県境稜線までもう少しだ（山頂は

雪のない左のピーク）。岐阜・石川県境の

三方岩岳（〇 1736ｍ）から北西に延びる県

境稜線にようやくたどり着いたのは 14時に

なった。  　　　　　　　

東・北向きの藪も出始めている（写真次頁）ここまで10時間弱かかっている。

ピンクテープを目印に進んだら急斜面の藪にはまり抜

3



け出すのにまた時間を要してしまった。よう

やく抜け出したところで、二人連れの先行者

やガイドさんの案内する女性を含む 4人組が

山頂から降りてきた。4人組はロープで互い

を結んでいた。ガイドさんは「山頂部分は雪

がないから、ストックは直下の雪のところに

置いて素手で登った方が良い、明日は天気が

荒れるからどんなに遅くなっても下山するこ

と」とアドバイスしてくれた。いよいよ自分

たちが最後尾、後ろを歩く人は誰もいない。

自分とＹさんも腹を固める。

山頂は坊主山のような急登で手掛かりが少

なく、一般の山であればロープやクサリが設

置されているようなところだが何もない。か

ろうじて岩の出ているところや草の根を足掛かり手掛かりにしてよじ登った。

Ｙさんも苦労して登ってきた。

15時過ぎ、日本二百名山笈ヶ岳（おいずるがたけ）に登頂。11時間かかった。

南に御前ヶ峰（百2702m）を頂点とする白山の山々が圧倒的な存在感を示して

いる。手前のピークは今回トラバースしたシリタカ山（写真左）。

三方岩岳から延びる稜線の左側の雪の上を歩いてきた（写真右）。すぐ北隣

には富山・石川県境稜線上に大笠山（〇1821m）がどっしりとした山体で鎮座し

ている（写真次頁）。
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Ｙさんと互いに記念撮影した

（写真下。疲労困憊の筆者）。

風もなく天気も良く、ゆっく

りと疲れを癒したいところだ

が、できれば 28日中に下山し

たい。

15：35 下山開始。雪が割れて

いるところを慎重に通過する。

先行者、特にガイドさんご一

行のトレースには特徴があり互いに結んだロープが垂れて雪面に跡が残ってい

るのでできるだけ忠実に踏み跡をたどる。

Ｙさんとは繰り返し「山の事故の発生は、下

山時がほとんどである」ことを確認し、焦らな

いことにした。

18 時過ぎ、暗くなる前にヘッドランプの準備

をし、水分とエネルギーを補充し、万が一のた

め互いの緊急連絡先を交換した。二人一緒に事

故に遇えばどうしようもないのだが。

YAMAP を使うと携帯電話の電池の消耗が早く

10％を切ってしまった。暗くなると現在位置の

把握がより必要になる。充電器を用意してきた

ので安心していていざ充電しようと思ったら充

電器と携帯をつなぐコードのプラグ（？）の形が

合わなかった。ヒヤッとした。携帯の機種を変

更したときに、車載の充電器のコードは変えた

が、携帯には登山中に充電したことがなかったことに気が付いた。かなり致命

的なミスだった。仕方なく携帯を OFFにし、いざという場合に備えることにし

た。自分の間抜けさにあきれる。

山毛欅山（ぶなおやま1365m）山頂に戻ったのは22時になっていた。大いに安

心した。ダムから山毛欅山まで 3時間かかったので、普通は下りで 2時間あれ

ばいいと思ったのでうまくいけば今日中に下山できると思ったが、甘かった。

腰を下ろしてアイゼンを外し、アクエリアスとパンでエネルギーを補給し長

めの休みを取った。Ｙさんと「山の事故の発生は、下山時のしかも最後がほと

んどである」ことを確認しあった。

22：20出発。しばらくは順調だったが、時々ピンクテープを見失った。朝の

登りの時はそんなことはなかったが、ヘッドランプで下方を照らすと樹木の切
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れ間が道のように見えて下ってしまうと藪で行き止まりになる。疲れで注意力

が散漫になっている。見失ったときは直近のテープまで戻り、改めて道を探し

自分が先行し次のテープが見つかるまでＹさんにテープの近くにいてもらった

また滑って何回も転んだ。後ろに転ぶのが多く幸い背中のザックがクッション

になってくれた。そんなこんなで当初の目論見の 2倍の時間がかかり登りより

も多い時間がかかってしまった。

4月29日（金）

　貯水池まで来たときはホットしたが導水管脇の「階段地獄」の長い下りが

待っていた。Ｙさんが遅れ気味になる。

2：20、導水管脇を下り切り、ダムの堰堤手前まで来たときに腰を下ろして

休みを取った。体中の筋肉が強張っている。ここまで来て焦ってもしょうがな

い、ここで無理して堰堤から濁流の川に落ちては元も子もない。Ｙさんとは

「山の事故は、下山時の最後の10分に発生する」ことを確認し、残った水を飲

みほし、気を落ち着かせ集中力を高めようとした。

自分が先行し堰堤までロープと木の根を使い慎重に下り、Ｙさんの下降を照

らす。鉄の梯子を下り、堰堤を渡り、鉄の梯子を上り対岸に達する。

コンクリートの狭い階段を登りＲ360に出て、並んで歩く。休憩以外は前後

して離れているのでほとんど話をしなかったが、緩やかなのぼりの国道ではと

りとめのない子供や孫のことなどを話しながら歩いた。

3：05駐車場着。22時間45分の笈ヶ岳山行を無事終える。

10時に外のテーブルで食事を一緒にすることを約し、瀬女の道の駅まで移動

する。目が痛いことに気が付き、水で洗い冷やす。焼酎を 2杯飲み、気を緩め、

道路向かいの山の端が白み始めた頃睡魔が襲ってきた。

8時前に目が覚める。どんよりとした曇り空、雨はまだ降っていない。体全

体、特に腰部と足のふくらはぎが強張り痛い。ストレッチをして体をほぐす。

9時半になってもＹさんの車は静かで起きている様子はない。テーブルにコ

ンロを運びお湯を沸かし、サトウのご飯とカレーを湯煎する。Ｙさんは 10時に

起きてきてこれから洗顔とのこと、爆睡だったとのこと。

食事しながら山の情報交換をする。Ｙさんは日本三百名山残り50くらい、北

海道にカムエク（◎カムイエクウチカウシヤマ 1979m）など3山、九州や四国、中国

地方に残っているとのこと。自分は残すのは30山になったこと、笈ヶ岳の登頂

は気分的にも大きなハードルを越えて残りの山行に弾みがついたことなどを話

す。Ｙさんは翌日、自分がひと月前に登った野伏ヶ岳（〇1674m）に登る予定だ

が天候が心配だと話す。

雨が降ってきたので撤収し、物産販売所で雨宿りをして、またどこかの山に

一緒に登りましょうと言ってお別れした。
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自分は北陸道沿線の毛勝山（◎2415m）の登山口を確認するつもりだったが、

だんだん雨が強くなってきたのでやめて帰宅することにした。

駐車場を出るときに挨拶をしようと思ってＹさんの車を見たら姿が見えな

かったので、また寝なおしたらしい。

睡眠不足なのでいつもよりは PAで休む回数を多くして帰途に就いた。金沢西

ICから北陸道、磐越道を経由して帰宅したが雨脚は衰えなかった。

20時前帰宅、日本三百名山 270山目、笈ヶ岳山行を無事終える。残り 30山、

節目の山行に同行してくれたＹさんに感謝し、妻と乾杯する。

ビールがうまい。

令和４年５月　ＮＯ１０７　　アンチ・エイジング　山旅遊人
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